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国
労
東
日
本
本
部
は
11
月
６
日
、

「
二
〇
一
二
年
度
年
末
手
当
に
つ
い
て

の
申
し
入
れ
」
第
１
回
交
渉
に
臨
み
ま

し
た
。

第
１
回
交
渉
は
、
組
合
側
の
要
求
趣
旨

説
明
を
行
っ
た
後
、
会
社
側
か
ら
現
時

点
で
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
側
は
、
「
二
〇
一
二
年
度
年
末
手

当
要
求
趣
旨
メ
モ
」
に
基
づ
き
、
要
求

の
趣
旨
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

趣
旨
説
明
で
は
、
①
政
治
情
勢
の
特
徴
、

②
日
本
経
済
の
動
向
、
③
「
今
こ
そ
企

業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
き
・
・
・

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
働
く
も
の
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
雇
用
と
賃
金
確
保
、

大
企
業
は
内
部
留
保
を
還
元
し
被
災
者

の
生
活
再
建
に
回
す
べ
き
」
、
④
Ｊ
Ｒ

労
働
者
の
生
活
実
態
及
び
諸
元
、
⑤
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
財
務
状
況
の
推
移
と
労
働

分
配
率
・
内
部
留
保
の
現
状
、
等
に
つ

い
て
、
詳
細
に
組
合
の
考
え
方
を
説
明

し
、
会
社
の
誠
意
あ
る
回
答
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

会
社
側
か
ら
は
、
現
状
認
識
を
踏
ま

え
、
今
後
組
合
側
と
真
摯
に
議
論
し
て

い
く
こ
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

現
状
認
識
に
つ
い
て
は
、
二
期
ぶ
り

に
増
収
増
益
に
転
じ
た
こ
と
は
社
員
の

奮
闘
の
お
か
げ
で
あ
り
感
謝
す
る
と
の

表
明
の
後
、
収
入
動
向
と
し
て
は
運
輸

収
入
が
伸
び
て
い
る
が
、
震
災
後
の
反

動
需
要
や
好
需
要
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
逆
に
営
業
収
入
が
増
加
し
て
お

り
、
固
定
費
の
支
出
も
増
加
傾
向
、
さ

ら
に
今
後
の
火
力
発
電
所
の
燃
料
費
の

増
加
や
電
気
料
金
の
値
上
げ
等
の
影
響

が
大
き
く
、
楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な

い
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
経
済
の
状
況
に
つ
い
て

も
、
極
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
欧
州
や

中
国
経
済
の
後
退
が
我
が
国
の
景
気
動

向
を
左
右
す
る
こ
と
、
国
内
の
電
機
産

業
を
中
心
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
落
ち

込
ん
で
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
観
光
需
要

で
も
中
国
、
韓
国
か
ら
の
旅
行
者
の
激

減
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合
側
か
ら
は
、
日

本
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
は

認
識
を
共
有
化
で
き
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
置
か
れ
た
環
境
に
つ
い
て
は
認
識

が
一
致
せ
ず
、
趣
旨
説
明
し
た
通
り
の

三
．
六
ヵ
月
分
を
回
答
で
き
る
十
分
な

体
力
が
あ
る
と
し
て
、
積
極
的
な
回
答

を
重
ね
て
求
め
、
第
１
回
交
渉
を
終
了

し
ま
し
た
。

な
お
、
第
２
回
交
渉
は
、
11
月
14
日

（
水
）
と
な
り
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
11
月
６
日
に
二
〇
一
二
年
度
年
末
手
当
三
．
五
ヶ

月
、
並
び
に
、
業
績
見
合
分
、
夏
季
手
当
の
減
額
回
復
分
と
し
て
〇
．
一
ヵ

月
分
を
上
乗
せ
し
て
支
払
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
二
〇

一
二
年
度
第
四
半
期
決
算
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
か
ら
大
き
な
減

収
と
な
っ
た
昨
年
度
と
比
べ｢

営
業
利
益
、
経
常
利
益
は
過
去
最
高｣

と
公
表

さ
れ
、
Ｖ
字
回
復
を
果
た
し
、
収
益
の
順
調
な
回
復
ぶ
り
を
う
か
が
え
ま
す
。

私
た
ち
国
労
が
実
施
し
た
「
二
〇
一
二
年
度
賃
金
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
」
で
は
、
毎
月
三
万
円
を
上
回
る
生
活
費
の
赤
字
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
中
で
、
期
末
手
当
や
預
貯
金
か
ら
赤
字
を
補
填
し
な
け
れ
ば
生
活
を
維

持
で
き
な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
た
ち
の
生
活
実
態
を
を
ふ
ま
え
、
二
〇
一
二
年
度
年
末
手

当
に
つ
い
て
速
や
か
な
回
答
を
求
め
ま
す
。

金利が下がる
①マイカーローン、無担保住宅ローン、フリーローン

現行、固定金利から▲0,5％引き下げ
②教育ローン

現行、固定金利から▲0,4％引き下げ

災害ローンの期間延長
①特別災害ローン無担保・Ⅱ無担保・不動産担保
②特別災害ローン無担保の資金用途の拡大

「融資限度額1000万円」「最長返済期間15年」へ
③特別災害ローン(不動産担保）の取扱いの変更

半数以上の被災者に対して、他行ローンの一本化の実現


